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月　日 �行　　　　　事 �時　間 �場　所 

5月 

10日的 �北　区　集　団　検　診 �9：30、15：00 �北区自治会 

11日睡） �乳児相談及び＃乳食実習 �13：30・－15：00 �中央公民館 

16日㈱ �D・P・T予防接種 �13：00、13：30 � 

18日陸） �3　　才　児　僅　診 �13：30■－15：00 � 

24日㈹ �北区モ　レ集日日喚診 �9：30～15；00 �北区自治会 

25日触 �1才　6　カ　月児健診 �13：30、14；00 �中央公民館 

28日（月） �母　　性　　相　　談 �13：30一一15：00 � 

30日帥 �ポリ　オ　予　防　接　種 �13：00－13：30 � 

6月 

2日出 �日　本脳炎予防接種 �13：00－14：30 �中央公民館 

4日（刷 �安　　産　　等　　紋 �13：30－16：00 � 

5日囲 �中　区　集　団　検　診 �9；30一一15：00 �中区自治会 

9日出 �日　本脳炎予防は種 �13：00、14：30 �中央公民館 

11日（月） �安　　産　　学　　紋 �13：30・－16：00 � 

16日出 �日本脳炎耳防接種 �13：00・－14：00 � 

証明手数料改正表

種　　頬 ��件数 �現　行 �改　正 

1Ⅰ三1丈票 �謄本 �l �100 �200 
抄本 �1 �100 �200 

トf　籍　附　票 ��1 �100 �200 

印　鑑 �登録 �1 �100 �200 
証明 �1 �100 �200 

．溝　証　明 ��1 �lUO �200 
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「
盾
鹿
を
目
指
し
て

出
題
　
九
段
　
武
宮
　
正
㈹

爪
先
層
　
王
手
ま
で

●
ヒ
ン
ト
　
攻
め
へ
‖
い
り
急
■
叫

は
ハ
・
不
か
ツ
ケ
で
十
が
．
さ

て
…
。

出
超
　
八
段
　
北
村
　
昌
男

●
ヒ
ン
ト
＝
・
6
筋
へ
逃
が
さ
な

い
よ
う
心
掛
け
る
。

5
分
で
初
段
、
川
合
で
3
級
。

持
料
　
金
鑓
捷

三
　
四
　
五
　
六
　
七
　
八
　
九

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は

泣
い
て
い
る

＝
公
共
物
は
大
切
に
＝

最
近
、
町
内
の
カ
ー
フ
ミ
ラ
ー
・
道

路
標
識
等
が
一
部
の
心
な
い
者
に
よ
っ

て
破
損
さ
れ
、
交
通
の
安
全
確
保
に
大

き
な
支
障
を
き
た
し
て
お
り
ま
す
。

呵
で
は
毎
年
、
交
通
安
全
施
設
整
備

事
業
と
し
て
カ
ー
フ
ミ
ラ
ー
・
道
路
標

識
・
歩
道
防
護
柵
の
設
置
と
、
そ
の
補

修
等
を
行
っ
て
い
る
が
、
接
触
や
追
突

に
よ
る
‥
当
て
逃
げ
り
が
後
を
立
た
な

い
た
め
、
そ
の
対
策
に
苦
慮
し
て
お
り

ま
す
．
交
遊
事
故
の
な
い
明
る
い
住
み

よ
い
町
を
築
く
た
め
に
も
安
全
運
転
に

心
か
け
、
交
通
安
全
施
設
等
を
大
切
に

し
た
い
も
の
で
す
。

も
し
、
交
通
事
故
等
に
よ
り
交
通
安

全
施
設
や
局
路
灯
な
ど
に
損
傷
が
生
じ

た
場
合
に
は
、
呵
役
場
総
務
課
（
内
線

三
田
一
　
へ
こ
連
結
を
お
願
い
し
ま
す
。

郵
便
受
緬
と

表
札
の
設
置
を
ー
，

＝
嘉
手
納
郵
便
局
＝

」
八
月
は
梅
雨
の
季
節
で
す
。

郵
便
局
で
は
、
皆
様
に
お
届
け
す
る

郵
便
物
を
ぬ
ら
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、

配
達
の
際
に
も
十
分
気
を
つ
け
て
い
ま

す
が
、
大
切
な
郵
便
物
を
雨
か
ら
守
リ

保
護
す
る
た
め
に
も
、
こ
家
庭
に
お
け

る
郵
便
受
箱
の
設
置
に
ご
協
力
く
だ
さ

い。

な
お
、
こ
近
所
に
同
姓
の
方
や
、
同

居
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
へ
の
配
達
に
因

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
郵
便
受
箱
や
表

札
に
は
こ
家
族
や
同
居
人
の
方
全
員
の

お
名
前
を
お
書
き
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
郵
便
受
箱
は
郵
便
局
で
も
あ

っ
せ
ん
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

証
明
手
数
料
由

改
制
に
つ
い
て

＝
四
月
一
日
よ
り
変
わ
っ
た
‖

最
近
に
お
け
る
物
価
の
状
況
や
諸
証

明
の
交
付
等
に
要
す
る
実
費
の
増
大
等

の
事
情
に
よ
り
、
証
明
手
数
料
が
昭
和

五
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
、
左
表
の
よ

う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
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▲厳粛な中で挙行された嘉手納高校の開校・入学式（4月●0日・中央公民館ホール）

昭利59咋5日I Ll

▲力づよくクワ入れを行う吉浜町長、常山農協長、
玉城組社長　　　　　　　　　（4月3【卜農協利用加削

▲吉浜町長から辞令を受ける宮城清祐氏
（4月3日・役場応接壬）

広報かでな

i
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▲当山獣医の注射を受ける“チワワくん，，（4月22日・上区公民h）

嘉
手
納
高
裁
が
閏
叔
・
入
学
式

個
性
の
確
立
と
人
格
の
完
成
を
教
育
理
念
に

＝
第
一
期
生
二
六
〇
人
が
入
学
＝

話
す
納
高
校
　
へ
徳
森
久
川
順
良
・
坐

徒
放
二
六
〇
人
）
　
の
囲
柁
・
入
学
式
が

川
〓
卜
〓
午
綾
三
時
か
ら
、
町
中
央
公

民
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
先
生
及
び
生

徒
を
は
じ
め
父
兄
、
来
賓
等
約
七
百
人

が
出
席
し
行
わ
れ
た
。

式
典
は
、
閻
便
遺
言
、
校
旗
の
樹
立

の
綾
、
池
原
早
仲
川
氏
作
詞
に
よ
る
「
需

f
納
高
校
閲
寝
の
耽
」
が
全
生
徒
に
よ

り
声
h
‥
…
ち
か
に
歌
わ
れ
た
。
そ
の
綾
、

式
辞
で
徳
森
順
良
は
「
高
校
生
晴
で
将

来
へ
の
発
展
の
た
め
の
基
準
つ
く
り
を

し
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
を
社
会
・
世

界
が
来
よ
う
と
も
、
そ
れ
に
敢
然
と
立

ち
向
っ
て
い
く
こ
と
の
出
来
る
資
質
と

能
力
を
茸
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
っ
た
。

ま
た
、
来
賓
祝
辞
で
吉
浜
町
長
は
「

第
一
期
生
と
し
て
索
帖
し
い
学
校
に
な

る
よ
う
男
力
し
、
嘉
手
納
高
校
の
よ
き

伝
統
づ
く
り
の
責
任
を
忘
れ
を
い
よ
う

に
」
と
励
ま
し
の
こ
と
ば
が
あ
っ
た
。

嘉
手
納
高
校
は
、
番
手
納
町
字
屋
良

八
〇
六
番
地
（
旧
栄
橋
の
嘉
手
納
側
）

に
敷
地
面
約
四
四
、
四
二
九
正
で
、
全

日
制
普
通
高
校
と
し
て
開
校
、
通
学
区

域
に
つ
い
て
は
、
寡
手
柄
中
学
校
と
読

谷
村
の
古
堅
中
学
校
（
読
谷
高
校
と
の

二
校
選
択
）
、
北
谷
町
の
垂
江
中
学
校

（
北
谷
高
校
と
の
二
校
選
択
）
の
三
町

村
の
中
学
校
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

県

議

会

議

員

選

挙

［
日
日
紘
報
告
捏
鋲
錘
紆
折
目
〓

任
期
満
丁
に
伴
う
、
沖
親
県
議
会
議

〓
選
挙
は
昭
和
丘
十
九
年
六
日
卜
日
へ

第
二
日
曜
日
）
　
に
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
日
に
は
、
明
る
く
き
れ
い
な
選

挙
を
推
進
す
る
た
め
、
遇
ポ
人
の
白
由

な
意
志
に
よ
る
証
に
も
左
右
さ
れ
な
い

沼
き
一
票
を
行
便
し
ま
し
ょ
う
。

告
　
示
昭
和
江
上
九
年
六
日
．
〓

投
票
日

昭
和
丘
卜
九
咋
h
ハ
‖
卜
日
へ
〓
膵
〓
）

午
前
七
時
～
γ
後
六
時
ま
で

投
票
で
き
る
者

昭
和
丘
卜
几
隼
．
．
〓
二
十
九
日
ま

で
に
¶
町
に
圧
艮
登
録
を
し
、
引
続

き
正
目
・
．
卜
■
‖
ま
で
は
所
を
〃
す

る
君
で
、
昭
和
三
十
九
年
六
月
十
一

日
ま
で
に
拍
生
し
た
音
。

な
お
、
原
則
と
し
て
当
町
の
選
挙

人
名
指
に
誼
録
さ
れ
て
い
た
著
で
、

昭
和
五
十
九
叩
．
一
日
十
日
か
ら
六
月

九
日
ま
で
の
問
に
、
県
内
の
他
の
市

町
村
へ
転
出
し
た
者
は
、
現
住
所
の

ポ
町
村
か
ら
u
住
証
明
1
t
U
の
交
付
を

受
け
て
、
こ
の
証
明
書
を
当
町
の
投

票
所
ド
堤
示
し
て
投
票
で
き
ま
す
。

ま
た
、
三
月
一
日
か
ら
六
月
九
日

ま
で
に
県
内
の
他
の
ポ
町
村
か
ら
当

町
に
転
入
し
た
者
は
、
当
町
の
住
民

課
よ
り
佳
艮
豊
録
の
抄
本
の
交
付
を

受
け
て
、
前
住
所
地
の
市
町
村
で
投

票
で
き
ま
す
。

（
こ
の
証
明
書
は
、
前
も
っ
て
交
付

を
受
け
て
お
い
て
下
さ
い
）

不
在
者
投
票
期
細

昭
和
五
十
九
年
六
月
一
日
か
ら
六
月

九
日
ま
で
、
毎
日
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
五
時
ま
で
（
町
役
瑚
一
階
・

町
選
挙
管
理
委
n
全
室
）

投
票
所
第
一
投
票
所

嘉
手
納
町
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

第
二
投
票
所

嘉
手
納
小
学
校
体
育
館

※
　
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
町
選

挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。
（
℡
六
－
二
　
二
・
内
線

二
二
四
）

2

　

＿

第
一
回
目
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
四
月
二
十
二
日
、
上
区
・
西

区
公
民
館
で
行
わ
れ
、
七
十
五
頭
の
愛
犬
が
予
防
注
射
を
受
け
ま

ま
し
た
っ

狂
犬
病
は
、
犬
か
ら
人
へ
伝
染
す
る
恐
ろ
し
い
人
猷
共
通
伝
染

病
で
あ
り
、
狂
犬
の
こ
う
傷
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

犬
の
所
有
者
は
狂
犬
病
の
発
生
と
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
、
飼

い
犬
の
登
窟
及
び
六
カ
月
ご
と
に
そ
の
犬
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

犬
は
、
古
来
人
間
の
よ
き
友
、
家
族
の
一
員
と
し
て
生
活
を
共

に
し
て
き
ま
し
た
。
正
し
く
飼
い
長
い
お
っ
き
あ
い
を
し
た
い
も

愛
犬
も
家
族
の
一
員
で
す

◎
狂
犬
病
予
防
注
射
◎

農
民
研
修
セ
ン
タ
ー
起
工
式

◎
一
億
二
千
五
百
万
円
で
建
設
◎

「
農
家
の
生
産
意
欲
の
向
上
と
、
研
修
・
交
流
の
喝
に
　
－
　
」

と
、
四
月
三
日
午
後
、
嘉
手
納
農
協
東
側
で
農
民
研
修
セ
ン
タ
ー

の
起
工
式
が
行
わ
れ
、
来
賓
多
数
が
出
席
す
る
中
、
吉
浜
町
長
、

曾
山
農
協
長
、
玉
城
一
郎
玉
城
組
祉
長
に
よ
リ
ク
ワ
入
れ
が
行
わ

れた。農
民
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
総
工
費
一
億
二
千
五
百
万
円
の
地
上

三
陪
建
て
で
、
三
七
五
人
収
容
の
大
ホ
ー
ル
、
料
理
研
修
室
、
着

付
・
茶
前
空
（
和
室
、
図
書
室
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
吉

浜
町
長
は
「
本
町
に
お
け
る
農
業
は
、
農
地
の
大
半
が
黙
認
耕
作

地
の
た
め
多
く
の
課
題
を
か
か
え
て
い
る
が
、
研
修
セ
ン
タ
ー
の

完
成
後
は
、
農
家
と
地
域
住
民
の
方
々
の
研
き
ん
の
場
と
し
て
多

い
に
活
用
し
、
町
の
第
一
次
産
業
の
振
興
発
展
に
寄
与
し
て
は
し

い
」
と
起
工
式
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

教
育
委
に
宮
城
清
祐
氏
選
任

◎
真
壁
朝
絢
氏
の
後
任
◎

任
期
満
了
に
伴
う
嘉
手
納
町
教
育
委
鼻
の
任
命
に
つ
い
て
、
三

三
定
例
本
会
譲
に
お
い
て
宮
城
活
祐
氏
が
全
会
一
致
で
同
意
さ
れ
、

四
月
三
日
、
町
役
場
応
接
室
に
お
い
て
吉
浜
町
長
か
ら
辞
令
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

宮
城
清
祐
氏
は
、
現
在
、
嘉
手
納
中
学
校
P
T
A
会
長
を
積
め

る
な
ど
・
P
T
A
活
動
に
も
執
心
な
方
で
、
就
任
に
際
し
「
子
供

達
の
教
育
の
た
め
、
諸
先
輩
方
と
共
に
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
行
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
吉
浜
町
長
か
ら
「
本
町
の
教
育
行

政
の
確
立
と
発
展
の
た
め
頑
張
っ
て
下
さ
い
」
－
と
激
励
の
あ
い

さ
つ
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
今
回
退
任
さ
れ
た
真
壁
朝
諭
氏
は
、
昭
和
三
十
年
の
就

任
以
来
、
六
期
に
わ
た
り
警
委
員
を
努
め
ら
れ
、
本
町
教
育
行

政
の
基
礎
づ
く
り
を
さ
れ
た
方
で
す
。

真
壁
朝
諭
さ
ん
、
長
い
間
ご
苦
労
き
ま
で
し
た
。
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昭和59咋収　町作協行●1日l即

月　日 �行　　　事 �会　　場 

1IHHl �野　球　人　会 �′川巨柁グうリンド 

l二ill �41クこ∫し7－二・人入会 � 

日日 �バレーボールノJ† � �r納′ト†・灯用 � 

27ll �バスケソトポール大全 � �r痛J再■†イイ拍 �l 

lHllMl �硬八十ニス大会 � � � 

1リ　二川 �ソソトポーールノJさ �ナ　　ヤ　ク　一一 

21tl �バドミントンノJさ �出　納小作〃舘 

Tllトバ‖ �－り▲　‥′　カ　一・人：仝 �十　イ　ク　ーー 

トIl �・．・　t求　人　会 � �rこ細い作で蕗 � 

バIl �剃　道　大　公 � �ト納小作手相 � 

lニill �′、ントトー■しノ二分 � �†周り小作で拍 � 

HJIHり �ll肌綾上競拍ノこ会 �小岩総合運動場 

1日l �l叶lノ購批仙：球ノJモ �1′ 

嘉手納町立学校児童生徒数

≠ �屋　良　小　学　校 ����嘉　手　納　小　学　校 ����嘉　手　納　中　学　校 
学　級　数 �児　童　数 ���学　級　数 �児　童　数 ���畠　級　数 �生　徒　数 
男 �女 �言† ��男 �女 �計 �苧 �男 �女 �計 

1　年 �3 �40 �52 �92 �5 �97 �74 �171 �6・ �143 �128 �271 

2　年 �2 �37 �36 �73 �4 �79 �79 �158 �6 �138 �115 �253 

3　年 �3 �48 �49 �97 �5 �81 �102 �183 �7 �147 �141 �288 

4　年 �3 �48 �51 �99 �4 �79 �81 �160 � 

5　年 �3 �64 �46 �110 �5 �102 �86 �188 

6　年 �3 �59 �46 �105 �5 �104 �79 �183 

計 �1餅2） �2％ �280 �576 �31（3） �524 �501 �1，043 �21（2） �428 �384 �812 

屋　　良　　幼　　稚　　園 ����嘉　　手　　納　　幼　　稚　　園 

学　級　数 �児　　　童　　　数 ���学　級　数 �児　　　土　　　救 
男 �女 �計 ��男 �女 �1汁 

2 �42 �35 �77 �4 �66 �53 �117 

l昭利59年5日111広報かでな

お母さんは一人二役のがんばり屋さん

汁目上王子さ人　JJ一　一鬼子さ人　．■J謝シスすさ人　も丘射て子さ人　右肘ソル子さん　池根　本すさ人　針鼠　拍イさ人lり友卜代子さ人

いりおもて　なみ子さん

∴†・，∴
■■▼

金城武志くん

図
画
包
作
文
令
旨
白

（
国
豊
か
で
住
み
よ
い
国
づ
く
リ

七
日
卜
日
か
八
∴
！
八
日
よ
．
し
圧
川
上

建
設
週
雨
下
寸
。
こ
の
週
糊
の
＝
車
の

↓
環
と
し
て
建
設
れ
ぐ
は
、
乍
川
山
小

小
学
生
の
情
さ
ん
か
－
り
明
り
か
√
住
人
よ

い
H
t
の
建
設
に
聞
－
・
∴
図
両
・
作
丈

を
張
〃
侶
ぺ
し
て
い
♯
T
T

応
膵
要
銅
は
次
の
と
わ
り
ぐ
1

テ
ー
マ公
園
、
河
川
、
道
相
、
住
宅
、
卜

水
道
、
ケ
ム
今
上
わ
た
し
た
上
∵
り
持

－
り
L
S
ま
わ
り
‥
ト
ム
・
リ
h
い
た
適
し

て
豊
か
で
住
み
よ
い
川
∵
、
り
キ
ム

現
し
た
ん
の

応
募
論
定

図
画
の
部

∩
心
持
対
象
＝
小
‥
．
√
1

日
川
紙
＝
川
ソ
川
両
川
机

．
－
　
1
　
　
　
リ
一
日

、
黒
　
川
．
■
工
　
川

〓
色
目
料
＝
油
絵
日
．
∵
・
帖
㌧
‖
仙

作
文
の
部

0
応
膵
対
象
＝
小
甘
牛

0
帰
納
柁
敢
＝
．
．
ト
ト
1
、
句

応
募
期
間

川
里
川
“
卜
化
粧
一
里
日
　
日
う
∴
＝
「
日
日

■

t

■

　

　

　

－

　

一

l

′

、

あ
て
先

上
　
建
　
肌
“
　
週
　
問
＝

耶
桐
山
泉
崎
．
ノ
二
ノ
．
．
．

沖
縄
県
－
二
木
建
築
部
総
務
課

〒
I
九
〇
〇
℡
し
ハ
六
1
．
．
．
．
．
八
川

作
目
州
に
は
必
ず
八
十
校
h
∴
イ
叶
・

代
れ
∵
ふ
り
が
今
を
付
目
・
り
）
　
を
明

山
の
こ
と
、

（
わ
れ
ら
仲
川
は
今
日
休
み
ま
す
）

な
お
、
作
目
…
は
沖
削
県
で
地
〃
詔
在

を
行
り
た
後
、
建
几
“
れ
ぐ
．
汀
う
小
火
審

た
で
入
賞
作
＝
刷
が
決
定
さ
れ
ま
す

昭
和
五
十
九
年
度

町
体
協
行
事
日
程
決
ま
る

⑬
⑳
五
月
六
日
野
球
大
会
で
ス
タ
ー
ト
⑳
⑳

弱
卜
納
町
体
存
仙
女
二
比
嘉
朝
他
念
　
左
記
の
辿
り
、
昭
和
丘
卜
九
年
度
の
行

艮
）
で
圧
、
川
‖
卜
・
．
日
、
南
区
公
艮
　
車
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
．

紺
で
行
わ
出
た
評
議
〓
会
に
わ
い
．
し
、

「
母
の
日
」
作
文
特
集

1

．

ヒ

一

五
月
十
三
日
は
「
母
の
日
」
、
屋
良
嘉
手
納
の
両
小
学
校
の
皆
さ
ん
が
害

い
た
い
お
母
さ
ん
‥
－
の
作
文
の
中
か
ら
、
「
母
の
日
」
に
ち
な
み
、
八
点

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

－
い
そ
が
し
い
お
母
さ
ん
」
　
「
働
き
者
の
お
母
さ
ん
」
　
「
お
母
さ
ん
の
手

は
魔
法
の
手
」
　
「
お
母
さ
ん
は
一
人
二
役
の
が
ん
ば
り
屋
さ
ん
」
－
〃
女
は

弱
し
さ
れ
ど
　
母
は
強
し
り

ミ
シ
ン
を
つ
か
う
お
か
あ
さ
ん

屋
長
小
学
校
　
二
年

い
り
お
も
て
　
な
み
子

「
わ
か
あ
さ
人
、
′
＼
す
り
と
ち
り
し
を

も
り
で
く
る
か
ら
ね
え
」

と
い
い
ま
す
。

わ
た
し
が
く
す
り
を
つ
け
て
あ
り
よ

ー
と
し
て
し
、
わ
か
あ
さ
ん
は
じ
ぶ
ん

ぐ
つ
け
ま
す
。

お
か
あ
さ
ん
は
、
と
き
ど
き
っ
か
れ

た
と
き
は

「
あ
あ
、
？
か
れ
l
た
ム
ー
」

と
い
っ
て
、
す
わ
っ
て
ぼ
ん
や
り
と
し

ます。
そ
の
と
き
に
、
わ
た
し
が

「
つ
か
れ
た
ね
え
」

と
い
い
な
が
ら
、
か
た
を
も
ん
で
あ
げ

ます。
そ
し
た
ら
お
か
あ
さ
ん
が

「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ね
」

と
い
い
ま
す
。

わ
た
し
は
、
そ
ん
な
お
か
あ
さ
ん
が

火
す
き
で
す
。

い
つ
L
わ
た
し
が
あ
さ
お
き
ろ
と
き

・
V
さ
い
を
き
っ
て
い
る
コ
ト
コ
ト
と
い

1
ル
カ
き
こ
え
て
き
ま
す
．

わ
た
し
が
い
く
ら
早
′
、
お
き
て
し
、

お
か
ム
さ
ん
は
L
う
わ
五
二
∵
∴
∵
ま
寸
－

わ
た
し
が
わ
き
．
（
わ
か
あ
さ
′
八
に
、

「山は上）」

し
し
い
†
－
′
と
、
お
か
あ
さ
ん
が

「
い
上
山
き
た
の
」

と
い
い
よ
十

二
㍑
人
を
み
人
毛
に
あ
け
∵
か
■
り
、

r
を
あ
ら
つ
て
す
ぐ
に
ミ
シ
ン
の
と
こ

ろ
に
む
か
っ
て
い
き
ま
十
。
ち
ゅ
う
も

ん
さ
れ
た
よ
う
ふ
く
と
ス
カ
ー
ト
を
ぬ

い
ま
す
。
足
を
早
く
ふ
ん
で
手
を
つ
か

っ
て
、
と
て
L
ま
じ
め
な
か
お
を
し
て
、

わ
た
し
た
ち
が
は
な
し
か
け
て
も
む
ち

ゃ
う
に
与
り
∵
、
ぜ
ん
ぜ
ん
は
な
し
を

き
い
て
′
＼
J
l
ま
け
′
几
．
わ
た
し
は
い
そ

が
し
い
′
化
だ
な
あ
と
ム
ん
つ
て
は
な
し

を
し
ま
せ
ん
1
J

い

り

L

L

う

け

人

出

い

や

り

て

、

と

き
ど
さ
ゆ
ぴ
ノ
て
は
り
で
さ
す
と
き
が
あ

り
ま
寸
っ
　
で
た
ち
を
早
ィ
、
と
め
な
い
と
、

つ
き
の
し
こ
と
が
で
き
互
い
の
で
、
早

′
、
h
ノ
汁
と
出
藍
十
　
こ
ん
な
に
I
U
ち
を

だ
し
て
も
、
リ
′
、
と
め
て
し
こ
と
を
や

る
の
で
た
い
∵
几
だ
な
あ
、
と
お
も
い

ま
す
。わ
た
し
は
お
か
あ
さ
ん
に

大
へ
ん

大
へ
ん

嘉
手
納
小
学
校
　
三
年

金
　
城
　
武
　
志

っ
く
ノ

み
ん
な
の
官
は
と
う
か
分
か
ら
な
い

が
、
ぼ
く
の
宴
の
夕
〃
は
、
そ
り
ゃ
人

へ
ん
だ
u
 
h
す
み
の
よ
う
に
か
け
ず
り

回
り
て
る
わ
母
さ
ん
が
い
る
ハ
　
つ
い
ば

く
ま
で
走
り
州
し
た
く
な
っ
て
し
ま
う

も
り
と
む
ら
つ
い
て
は
し
い
気
が
す
る

が
、
む
り
か
な
あ
。

今
日
も
、
五
時
ご
ろ
台
ど
こ
ろ
に
立

っ
た
。
そ
し
て

「
よ
し
、
き
め
た
、
と
ん
か
つ
に
し
よ

う」と
い
っ
て
、
れ
い
ぞ
う
こ
か
ら
と
ん
か

つ
を
出
し
て
、
ま
を
い
た
の
上
に
な
ら

べた。す
る
と
、
と
つ
せ
ん
、
せ
ん
た
く
場

に
止
っ
て
い
き
、
せ
ん
た
く
き
に
水
を

入
れ
る
と
ス
イ
ッ
チ
を
お
し
た
。
ギ
ユ

ー
キ
ュ
ー
と
昔
が
聞
こ
え
て
き
た
。

ハ
タ
ハ
タ
バ
ク
と
も
ど
っ
て
く
る
と
、

コ
ン
ロ
の
上
に
フ
ラ
イ
パ
ン
を
お
き
、

火
を
つ
け
た
。
そ
ん
な
お
母
さ
ん
を
見

る
と
大
へ
ん
だ
を
あ
と
思
う
。
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と
ん
か
つ
を
一
ま
い
．
ま
い
、
k
い

は
し
で
入
れ
て
い
る
。
そ
の
た
び
に
、

ジ
ュ
ー
ジ
ュ
ー
と
い
う
津
が
な
べ
か
ら

聞
こ
え
て
く
る
。
ぼ
く
は

「
お
い
し
そ
う
だ
な
あ
。
早
く
食
べ
た

い
な
あ
」

と
お
な
か
で
川
心
っ
た
。
だ
ん
だ
ん
い
い

に
お
い
が
し
て
き
た
。
こ
ん
ど
は
、
‥

ま
い
一
ま
い
う
ら
が
え
し
て
か
ら
さ
ら

に
と
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
上
に

ペ
ー
パ
ー
を
か
ぶ
せ
た
。

「
わ
あ
い
、
も
う
食
べ
ら
れ
る
ぞ
、
う

れ
し
い
な
あ
」

と
思
っ
て
い
た
ら
、
ま
た
お
母
さ
ん
は
、

せ
ん
た
く
糊
に
走
っ
て
い
っ
た
。

せ
ん
た
く
き
の
前
に
立
つ
と
、

「ふう－」

と
一
い
き
つ
い
て
、
せ
ん
た
く
さ
の
小

に
手
を
つ
っ
こ
ん
で
、
せ
ん
た
く
も
の

を
つ
か
ん
で
だ
っ
す
い
き
の
小
に
入
れ

た
。
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
、
ガ
タ
ガ

㌢
ガ
タ
と
い
き
ま
し
い
音
が
ひ
び
い
て

きた。ま
る
で
お
母
さ
ん
み
た
い
に
、
う
ご

い
て
い
る
。
い
そ
が
し
そ
う
に
台
ど
こ

ろ
に
も
ど
っ
て
く
る
と
、

「
た
つ
や
、
と
ん
か
つ
と
り
に
お
い
で
、

ご
は
ん
も
は
こ
ん
で
よ
」

と
、
い
つ
の
間
に
か
、
夕
ご
は
ん
の
じ

ゆ
ん
ぴ
が
で
き
て
い
た
。
す
ご
い
や
、

ま
る
で
手
じ
な
だ
。
お
付
き
ん
に
は
か

ん
心
さ
せ
ら
れ
る
を
あ
。

大
き
な
じ
で
パ
ワ
ー
シ
ャ
ベ
ル
み
た

い
に
、
ガ
ツ
ガ
ツ
食
べ
お
わ
る
と
、
せ

ん
た
く
物
を
だ
っ
す
い
き
か
ら
と
り
川

し
て
、
か
ご
に
う
つ
し
た
。

「
や
り
と
お
わ
っ
た
ん
だ
な
あ
。
早
く

休
め
ば
い
い
の
に
」

と
心
の
小
で
ぱ
く
は
‖
心
っ
た
。

で
も
、
台
所
に
も
ど
っ
て
き
た
む
丹

さ
ん
は
、
な
が
し
に
あ
る
は
し
ゃ
か
わ

ん
を
あ
ら
い
は
じ
め
た
。
水
を
ザ
7
－

ザ
7
1
を
が
し
て
、
ス
ポ
ン
ジ
に
せ
っ

け
ん
を
つ
け
て
ゴ
シ
ゴ
シ
あ
ら
っ
て
い

た
。
せ
っ
け
ん
が
水
と
い
っ
し
ょ
に
を

が
れ
て
い
く
の
を
見
る
と
、
ぼ
く
ま
で

気
も
ら
が
よ
く
な
っ
た
。

ま
た
、
お
母
さ
ん
は
せ
ん
た
く
域
に

も
ど
る
と
、
せ
ん
た
く
か
ご
を
も
っ
て

外
に
山
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
一
ま
い

一
ま
い
て
い
ね
い
に
は
し
て
い
た
。

「
や
っ
と
わ
わ
っ
た
ん
だ
な
あ
」

と
ぼ
く
は
ほ
っ
と
し
た
。

お
け
さ
ん
て
、
ほ
ん
と
う
に
休
む
ひ

ま
も
を
い
ん
だ
な
あ
。
ぼ
く
が
、
で
き

る
し
ご
と
は
や
ら
な
く
ち
や
い
け
な
い

な
あ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

肇
㌍
お
　
母

さ

　

ん

屋
丘
小
学
校
　
三
年

池
　
原
　
　
　
学

1

マ

ン

の

し

ゅ

う

か

く

で

、

と

っ

て

も

い
そ
が
し
そ
う
で
す
。

ピ
ー
マ
ン
を
と
っ
て
来
る
と
、
官
で

は
宮
ぞ
く
そ
ろ
っ
て
ピ
ー
マ
ン
を
や
わ

ら
か
い
タ
オ
ル
で
一
つ
一
つ
き
れ
い
に

ふ
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
ダ
ン
ボ
ー
ル

の
は
こ
に
き
れ
い
に
な
ら
べ
て
は
こ
づ

め
に
し
ま
す
。

そ
の
時
、
お
母
さ
ん
は
タ
ン
ポ
ー
ル

の
は
こ
に
ガ
ム
テ
ー
プ
を
は
っ
た
り
、

で
き
た
は
こ
を
げ
ん
か
ん
の
前
に
、

「
よ
い
し
ょ
、
よ
い
し
ょ
」

と
言
い
な
が
ら
、
つ
ん
だ
り
し
ま
す
。

「
大
へ
ん
だ
を
あ
。
よ
く
は
た
ら
く
な

あ」
「
び
ょ
う
気
を
し
た
ら
ど
う
し
よ
う
」

と
心
は
い
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ぼ
く
が
二
年
生
の
時
、
い
が
い
た
く

な
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。
お
母

さ
ん
が
、
ぴ
ょ
う
気
に
な
っ
た
ら
、
自

分
た
ち
で
ご
は
ん
を
つ
く
っ
て
食
で
な

い
と
い
け
な
い
か
ら
た
い
へ
ん
で
す
。

夕
は
ん
の
後
か
た
ず
け
を
し
て
い
る

時
、
と
っ
て
も
つ
か
れ
て
い
る
よ
う
に

見
え
ま
す
。

お
ち
ゃ
わ
ん
を
あ
ら
い
を
が
ら

「7ッー」

と
た
め
い
き
を
つ
い
た
り
、
こ
し
を
ト

ン
ト
ン
と
た
た
い
た
り
し
ま
す
。

か
わ
い
そ
う
に
な
っ
て
、
お
姉
さ
ん

と
二
人
で
お
手
つ
だ
い
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
お
母
さ
ん
、
ぴ
ょ
う
気
に
な
ら
な
い

よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

、
｝
ル
■
↓

ん学原池

ぱ
く
の
お
母
さ
ん
は
、
体
は
小
さ
い

が
、
と
て
も
は
た
ら
き
も
の
で
す
。
ぼ

く
が
お
き
る
こ
ろ
に
は
、
せ
ん
た
く
も

終
り
朝
ご
は
ん
の
よ
う
い
も
と
っ
く
に

出
き
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
の
と
く
い
な
こ
と
は
、
ミ

シ
ン
で
よ
う
ふ
く
を
ぬ
う
こ
と
で
す
。

こ
の
間
、
妹
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
作
っ
て

い
ま
し
た
。
え
り
や
す
そ
の
カ
に
フ
リ

ル
を
つ
け
ま
し
た
。
え
り
の
ガ
に
リ
ボ

ン
も
つ
け
た
の
で
、
妹
は
大
よ
ろ
こ
び

で
し
た
。
気
に
入
っ
た
と
み
え
て
、
ワ

ン
ピ
ー
ス
を
薫
る
と
、
と
ん
だ
り
は
ね

た
り
し
て
い
ま
し
た
。

わ
父
さ
ん
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
畑
に

出
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
、
ビ

い
そ
が
し
い
お
か
あ
さ
ん

嘉
手
納
小
学
戯
　
三
年

・
石
　
嶺
　
桐
　
子

お
か
あ
さ
ん
は
、
朝
早
く
お
き
て
ぎ

ゆ
う
に
ゅ
う
は
い
た
つ
に
行
く
。

ぎ
ゆ
う
に
ゅ
う
の
い
っ
は
い
入
っ
た

は
こ
は
と
て
も
お
も
そ
う
。
ぎ
ゆ
う
に

ゆ
う
は
お
か
あ
さ
ん
の
赤
い
ア
ル
ト
の
、

車
の
後
の
二
つ
の
は
こ
の
中
に
た
く
さ

ん
つ
め
ら
れ
る
。
お
か
あ
さ
ん
は
一
時

間
で
帰
っ
て
く
る
。
六
時
に
行
っ
て
ヒ

と
、
三
日
う
と

「
い
い
よ
、
あ
ん
た
適
が
い
っ
ぱ
い
食

べ
て
か
ら
あ
と
で
食
べ
る
よ
」

と
ー
ノ
占
い
ま
す
。

母
は
お
肉
を
食
へ
な
い
の
で
、
健
嫌

の
た
め
に
は
少
し
で
も
食
べ
て
は
し
い

な
あ
と
川
心
い
ま
す
。

私
は
、
あ
ま
り
今
ま
で
畔
の
こ
と
を

考
え
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
か
ら
は
、
お
手
伝
い
を
た

く
さ
ん
や
り
、
母
の
こ
と
を
考
え
て
い

ろ
い
ろ
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

陽
ハ
机
を
母
を
、
こ
れ
か
ら
ず
っ
と
大

切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

んさ－え
■

′山当

付
は
、
と
て
も
陽
気
で
明
る
く
お
も

し
ろ
い
人
で
す
。
友
適
が
来
る
と
r
ど

も
の
よ
う
に
は
し
ゃ
ぎ
ま
す
r
、
ス
タ
ー

の
歌
を
耽
り
た
り
、
せ
ん
伍
の
ま
ね
を

し
た
り
し
て
、
私
通
を
わ
ら
わ
せ
て
く

れます・、
妹
の
友
通
が

「
お
ば
さ
ん
、
秋
を
歌
っ
た
り
川
か
の

ま
わ
し
て
み
て
。
お
ば
さ
ん
が
や
る
の

お
も
し
ろ
い
か
ら
」

と
言
う
と
、
本
当
に
の
つ
て
耽
ま
ね
を

し
ま
す
。

そ
ん
な
吋
な
の
で
、
お
哩
さ
ん
と
い

う
よ
り
も
、
友
達
み
た
い
な
感
じ
が
し

ま
す
。し
か
し
、
わ
こ
る
と
と
っ
て
も
説
得

小

力
が
あ
り
ま
す
。

兄
弟
け
ん
か
を
す
る
と
、

「
り
え
、
あ
ん
た
が
文
句
を
わ
な
け
れ

ば
、
こ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
。
そ
れ
と
も
、
あ
ん
た
は
悪
く

な
い
つ
て
い
う
の
」

と
言
わ
れ
る
と
、
私
は
だ
ま
っ
て
考
え

二
人
で
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
だ
な
、
札

が
文
句
さ
え
・
一
一
日
わ
な
け
れ
ば
、
け
ん
か

な
ん
か
し
な
く
て
も
よ
か
っ
た
ん
だ
。

こ
れ
か
ら
は
む
だ
H
を
た
た
か
な
い
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
あ
と
心

を
改
め
ま
す
。
こ
ん
な
峠
、
私
は
母
を

そ
ん
け
い
し
ま
す
。

吋
が
、
一
番
私
達
の
こ
と
を
思
っ
て

く
れ
て
い
る
ん
だ
な
あ
と
思
う
の
は
食

事
の
時
で
す
。
母
は
私
通
に
は
お
い
し

い
物
を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
よ
う
と
、
い

っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
食
邪
を
作
っ
て
く

一
l
ま
す
。
そ
し
て
、
食
べ
る
時
に
は
、

‖
分
は
野
菜
と
み
そ
し
る
だ
け
と
、
あ

ま
り
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
ま
せ
ん
。

た
ま
に

「
吋
ち
ゃ
ん
、
お
肉
食
べ
た
ら
」

ぼ
く
の
お
母
さ
ん

尾
長
小
学
校
　
六
年

神
　
村
　
盛
　
敏

「
う
わ
あ
ー
、
い
い
に
お
い
」

野
球
の
練
習
か
ら
帰
っ
て
、
台
所
に

来
た
ぱ
く
は
お
も
わ
ず
、
よ
だ
れ
を
た

ら
し
そ
う
に
な
っ
た
。

ぼ
く
の
む
母
さ
ん
の
作
る
料
理
は
、

瓜
高
に
お
い
し
い
。
こ
ん
な
お
い
し
い

料
理
を
作
る
な
ん
て
、
お
母
さ
ん
の
手

は
旋
法
の
手
で
は
を
い
だ
ろ
う
か
。

ぼ
く
の
お
付
さ
ん
は
、
体
が
弱
い
の

で
、
授
業
参
観
日
な
ど
に
は
来
た
こ
と

が
な
い
。

「
ぼ
く
に
、
旋
法
が
仕
え
た
ら
、
お
母

さ
ん
を
じ
ょ
う
ぶ
な
体
に
し
て
、
授
業

参
観
日
な
ど
に
出
席
さ
せ
る
ん
だ
け
ど

な
あ
」

と
思
っ
た
。

お
母
さ
ん
は
、
と
き
ど
き
、

「
男
に
生
ま
れ
れ
ば
よ
か
っ
た
」

と
言
う
。

「
ど
う
し
て
－
」

「
女
は
毎
日
働
い
て
ば
か
り
で
し
ょ
う
、

男
は
、
日
膵
日
は
休
む
で
し
ょ
う
」

ぼ
く
は
、
そ
ん
を
こ
と
を
言
っ
た
お
母

さ
ん
の
気
持
ち
が
わ
か
る
よ
う
な
気
が

し
た
。そ

れ
で
、
ぱ
く
た
ち
が
夕
食
の
準
備

や
あ
と
か
た
す
け
、
お
っ
か
い
な
ど
を

手
緩
う
当
番
を
決
め
る
こ
と
に
し
た
。

ぼ
く
の
お
母
さ
ん
は
、
「
浄
霊
」
と

い
う
、
お
ま
じ
な
い
を
毎
朝
、
学
校
へ

行
く
ま
え
に
ぼ
く
に
し
て
く
れ
ま
す
。

「
お
母
さ
ん
、
浄
霊
は
ど
ん
な
き
き
め

が
あ
る
の
」

と
聞
い
た
。

お
母
さ
ん
は
、

「
ケ
ガ
を
し
て
い
る
人
な
ど
に
や
る
と
、

だ
ん
だ
ん
よ
く
な
っ
て
く
る
よ
」

と
言
い
ま
し
た
。

浄
霊
が
出
来
る
人
は
、
特
別
を
お
ま

も
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

「
ぼ
く
も
、
も
っ
て
い
る
か
ら
友
達
な

ど
に
や
っ
て
み
よ
う
か
な
」

と
思
い
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
は
こ
の
頃
、
カ
ラ
オ
ケ
に

夢
中
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ぼ
く
は
、
歌
が
う
ま
く
、
体
の
弱
い

お
母
さ
ん
を
い
た
わ
っ
て
、
大
切
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
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時
に
帰
っ
て
く
る
の
で
す
。

四
月
十
六
日
、
月
曜
日
の
朝
、
お
か

あ
さ
ん
に
、

「
早
く
じ
ゅ
ん
ぴ
し
な
さ
い
」

と
お
こ
ら
れ
た
。
わ
た
し
は
、

「
も
う
じ
ゆ
ん
ぴ
し
た
よ
。
お
に
い
さ

ん
と
さ
と
子
が
お
そ
い
ん
で
し
ょ
う
」

と
い
っ
た
。
そ
の
と
き
、
二
年
生
で
お

な
じ
ク
ラ
ス
だ
っ
た
あ
き
子
さ
ん
と
、

あ
き
子
さ
ん
の
弟
が
む
か
え
に
来
て
い

た
。
わ
た
し
は
ど
う
し
よ
う
か
と
ま
よ

っ
て
い
た
。
そ
れ
で
、
お
か
あ
さ
ん
に
、

「
ど
う
す
る
」

と
き
く
と
、

「
あ
き
子
さ
ん
た
ち
は
、
み
な
と
ど
お

り
か
ら
歩
い
て
も
ら
い
を
さ
い
。
す
ぐ

に
出
る
か
ら
」

と
あ
き
子
さ
ん
に
い
う
と

「
い
い
よ
」

と
い
っ
て
、
あ
き
子
さ
ん
た
ち
は
さ
き

に
行
き
ま
し
た
。

す
ぐ
に
、
わ
た
し
た
ち
は
ご
は
ん
を

食
べ
て
お
か
あ
さ
ん
の
車
に
の
り
ま
し

た。
「
早
く
行
か
な
い
と
ち
こ
く
す
る
よ
」

と
い
っ
た
の
で
、
お
か
あ
さ
ん
は

「
は
い
、
は
い
、
い
ま
い
く
よ
」

と
い
っ
て
、
お
か
あ
さ
ん
の
車
は
し
ゅ

っ
ぱ
っ
し
た
。
早
く
あ
き
子
さ
ん
に
あ

え
る
と
い
い
の
に
と
、
わ
た
し
の
心
は

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
と
ち
ゆ
う
あ
き
子

さ
ん
に
あ
っ
た
の
で
車
に
の
せ
ま
し
た
。

「
も
う
き
た
の
、
早
い
ね
」

と
か
ん
し
ん
し
て
い
ま
し
た
。

「
早
ぐ
い
し
た
の
よ
」

「
そ
れ
に
し
て
も
、
早
い
ね
」

「
ご
め
ん
を
さ
い
ね
、
あ
き
子
さ
ん
」

と
、
お
か
あ
さ
ん
も
あ
や
ま
っ
て
い
た
。

お
か
あ
さ
ん
に
、
車
か
ら
お
ろ
し
て

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
は
、
し
ろ
あ
り
と
か

い
て
あ
る
と
こ
ろ
で
、
あ
き
子
さ
ん
と

二
人
、
早
歩
き
し
な
が
ら
お
給
を
し
て

学
校
へ
行
き
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
を
お
ろ
し
た
お
か
あ
さ

ん
は
、
よ
う
ち
え
ん
の
さ
と
こ
を
校
門

ま
で
お
く
っ
て
、
お
う
ち
へ
帰
り
ま
す
。

せ
ん
た
く
を
し
て
、
せ
ん
た
く
も
の

を
は
し
て
、
お
わ
ん
を
あ
ら
っ
て
、
お

う
ち
を
か
た
づ
け
て
、
そ
う
じ
を
し
て
、

日
本
生
命
に
行
く
。
わ
た
し
は
、
お
か

あ
さ
ん
は
た
い
へ
ん
だ
な
あ
と
思
っ
た
。
ね
る
時
だ
け
で
す
。
私
た
ち
兄
弟
が
学

お
か
あ
さ
ん
の
し
ご
と
は
月
・
火
・

水
・
木
・
金
曜
日
は
朝
の
九
時
十
五
分

に
行
っ
て
六
時
に
帰
っ
て
く
る
。
土
曜

日
は
、
九
時
十
五
分
に
行
っ
て
十
二
時

に
帰
っ
て
く
る
。

九
時
ぐ
ら
い
ま
で
は
、
し
ろ
あ
り
た

い
じ
の
た
め
に
、
お
と
う
さ
ん
と
い
た

を
は
っ
た
り
、
く
ぎ
を
う
っ
た
り
い
そ

が
し
そ
う
で
す
。

そ
の
間
に
、
わ
た
し
た
ち
は
し
ゅ
く

だ
い
を
し
た
り
、
わ
た
し
た
ち
が
小
さ

い
こ
ろ
、
か
ペ
に
ら
く
が
き
し
た
も
の

を
み
ん
な
で
お
と
し
て
、
ホ
ワ
イ
ト
の

ペ
ン
キ
を
ぬ
り
ま
し
た
。

お
か
あ
さ
ん
が
ね
む
る
こ
ろ
は
十
一

時
で
す
。
わ
た
し
は
、
お
か
あ
さ
ん
は
と
て
も

た
い
へ
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

「
今
白
は
、
朝
か
ら
と
て
も
い
そ
が

し
か
っ
た
」

「
い
つ
も
、
一
人
で
た
い
へ
ん
ね
」

私
の
お
母
さ
ん
は
、
l
人
二
役
の
が
ん

ば
り
屋
で
す
。

お
母
さ
ん
の
き
ゆ
う
け
い
時
間
は
夜

校
に
出
か
け
て
か
ら
、
お
母
さ
ん
の
一

日
が
始
ま
る
の
で
す
。
か
た
す
け
て
も

か
た
ず
け
て
も
、
弟
が
起
き
て
い
る
か

ぎ
り
か
た
す
き
ま
せ
ん
。
細
い
体
で
、

よ
く
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

夕
は
ん
の
時
、
お
母
さ
ん
が
、

「
い
ま
ご
ろ
、
パ
パ
が
生
き
て
い
た
ら
、

こ
ん
を
ふ
う
に
を
ら
を
か
っ
た
の
に
ね
」

と
、
さ
び
し
そ
う
に
考
え
こ
ん
で
い
る

す
が
た
を
見
て
、
私
は
、
「
じ
ゃ
あ
、

ま
た
け
っ
こ
ん
す
れ
ば
い
い
よ
」

と
い
っ
た
ら
、
お
母
さ
ん
は
、
エ
コ
ニ

コ
し
て

「
で
き
た
ら
、
そ
う
し
た
い
ね
」

と
い
い
ま
し
た
。

「
今
に
も
パ
パ
が
帰
っ
て
き
そ
う
だ
ね
」

と
い
い
ま
し
た
。

私
た
ち
の
お
父
さ
ん
は
、
私
が
一
年

生
の
時
に
病
気
で
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
お
母
さ
ん
は
、
一
人
二
役
で
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
兄
弟
の
こ

と
や
宮
で
の
す
べ
て
の
こ
と
を
、
い
つ

も
一
人
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
ん
で
す
。

あ
の
細
い
体
を
見
て
い
る
と
、
と
き
ど

き
ふ
っ
と
か
わ
い
そ
う
に
な
る
と
き
が

あ
り
ま
す
。

お
い
し
い
ご
は
ん
を
作
っ
て
く
れ
た

り
、
洗
た
く
を
し
た
り
、
か
た
ず
け
も

し
ま
す
。
お
母
さ
ん
は
き
れ
い
ず
き
な

の
で
、
お
う
ち
は
ピ
カ
ピ
カ
で
す
。
そ

れ
を
見
て
お
母
さ
ん
は
、
え
ら
い
な
ー

と
思
い
ま
す
。

私
は
、
よ
く
お
こ
ら
れ
ま
す
。
そ
う

い
う
時
を
ど
、
パ
パ
が
い
た
ら
な
ー
と

思
い
ま
す
。
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
富
族

の
事
や
い
ろ
ん
な
仕
事
は
、
お
母
さ
ん

で
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
い
や
な
、
仕
事
や
勉
強
の
こ
と

な
ど
も
色
々
と
や
っ
て
く
れ
ま
す
。
テ

ス
ト
で
悪
い
点
数
を
取
っ
て
き
て
か
く

す
と
、
す
ぐ
見
つ
け
て

「
か
く
さ
な
い
で
、
見
せ
な
さ
い
」

と
し
か
ら
れ
ま
す
。
私
も
お
こ
り
ま
す
。

そ
ん
な
時

「
お
こ
る
の
は
、
だ
れ
の
た
め
で
も
な

く
、
あ
な
た
の
た
め
な
ん
で
す
よ
」

と
言
わ
れ
、
な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
し
た
。

お
こ
ら
れ
な
い
で
、
自
分
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
と
、
心
の
中
で
思
い
ま

し
た
。赤
ち
ゃ
ん
の
時
の
写
し
ん
を
見
な
が

ら、
「
苦
し
ん
で
、
あ
を
た
た
ち
を
生
ん
だ

の
よ
、
り
っ
ば
を
子
に
な
る
ん
で
す
よ

パ
パ
も
い
な
い
ん
だ
か
ら
、
人
よ
り
何

ぼ
い
も
勉
強
し
て
、
り
っ
ぱ
な
し
ょ
く

葉
を
持
ち
な
さ
い
」
と
言
い
ま
す
。

夕
ご
ほ
ん
は
、
お
母
さ
ん
を
か
こ
ん

で
五
人
で
食
事
を
し
ま
す
。
そ
の
時
が

家
族
の
話
し
合
え
る
時
間
で
す
。
い
ろ

ん
を
話
し
合
い
を
し
ま
す
。

、
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「
彩
は
、
医
者
に
な
ら
な
い
」

と
言
う
と
、
お
姉
ち
ゃ
ん
た
ち
が

「
彩
な
ん
か
、
血
を
見
た
だ
け
で
気
持

ち
悉
く
な
る
ん
だ
っ
て
よ
」

と
ひ
や
か
し
ま
す
。
そ
し
た
ら
お
母
さ

ん
が「

は
じ
め
は
、
み
ん
な
血
は
こ
わ
い
の

よ
、
そ
の
う
ち
、
医
者
は
一
週
間
の
夏

休
み
も
が
ま
ん
が
で
き
な
い
ほ
ど
、
血

の
に
お
い
が
こ
い
し
く
な
る
ん
だ
っ
て

よ
」
と
い
い
ま
し
た
。

私
は
び
っ
く
り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
の
パ
パ
は
お
医
者
さ
ん
だ
っ
た
か
ら

です。し
ば
ら
く
た
っ
て
か
ら
、
お
母
さ
ん

は
仕
事
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
お
母

さ
ん
は
、
私
た
ち
と
ゆ
っ
く
り
給
し
こ

む
時
間
な
ど
な
い
の
で
す
月

お
父
さ
ん
の
役
目
も
し
て
る
か
ら
で

す
。
と
き
ど
き
、
ま
る
で
お
父
さ
ん
み

た
い
で
す
。

そ
ん
な
こ
と
で
、
お
母
さ
ん
の
あ
だ

を
は
「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
で
す
。

サ
ザ
エ
さ
ん
は
、
お
父
さ
ん
よ
り
す

ご
い
ん
で
す
。

そ
ん
な
お
母
さ
ん
、
い
つ
ま
で
も
長

生
き
し
て
下
さ
い
。

私
た
ち
兄
弟
、
協
力
す
る
か
ら
ね
。

寓
讃
衰
融
「
」
聖
顔
濁

「
∴
辛
亮
∴
亮
－

「
み
ん
な
早
く
お
き
を
さ
－
い
」

い
つ
も
の
お
か
あ
さ
ん
の
声
だ
。
ま
る

で
日
ざ
ま
し
時
計
だ
。
起
き
て
み
る
と
、

も
う
ご
飯
の
準
備
は
で
き
て
い
る
。
お

か
あ
さ
ん
は
朝
早
く
起
き
て
ご
飯
を
作

っ
て
い
た
ん
だ
な
あ
。

テ
ー
ブ
ル
に
は
、
ご
飯
、
お
か
ず
、

み
そ
し
る
、
と
ん
か
つ
…
…
と
、
い
っ

ぱ
い
お
わ
ん
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
い

つ
も
ぼ
く
の
大
す
き
な
物
ば
か
り
だ
。

ぱ
く
は
急
に
お
な
か
が
す
い
た
み
た
い

に
な
る
。

お
か
あ
さ
ん
は
い
つ
も
い
そ
が
し
そ

う
だ
。
ぱ
く
が
ご
飯
を
食
べ
て
い
る
時

は
、
お
か
あ
さ
ん
は
か
が
み
の
前
で
バ

タ
パ
タ
と
お
け
し
ょ
う
を
し
て
い
る
。

そ
の
顔
は
と
て
も
し
ん
け
ん
で
あ
る
。

ぼ
く
が
食
べ
終
わ
る
と
、
お
か
あ
さ
ん

も
終
わ
っ
て
い
る
。
け
し
ょ
う
を
し
た

あ
と
の
お
か
あ
さ
ん
の
顔
は
三
十
才
に

見
え
る
。
ぼ
く
が
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る

時
に
は
着
が
え
を
し
て
い
る
。
お
か
あ

さ
ん
は
い
つ
も
休
み
な
く
働
い
て
い
る
。

い
も
う
と
が
い
つ
も
の
網
子
で

「
洋
服
が
な
い
」
　
「
洋
服
が
な
い
」

が
始
ま
る
。
お
か
あ
さ
ん
は
す
ば
や
く

見
つ
け
て
あ
げ
る
。
妹
は
も
う
二
年
生

だ
か
ら
、
自
分
で
お
く
場
所
を
き
め
て

や
ら
せ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
う
。

私
の
お
か
あ
さ
ん
は
仕
事
を
も
っ
て

い
ま
す
。
お
か
あ
さ
ん
が
音
か
ら
出
る

時
必
ず
や
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず

ゴ
ミ
の
い
っ
ぱ
い
入
っ
た
袋
を
貫
の
前

ま
で
も
っ
て
き
て
、
き
ち
ん
と
お
く
こ

と
で
す
。
ぼ
く
は
感
心
し
ま
す
。
な
ぜ

か
と
言
う
と
、
何
日
も
や
っ
て
い
る
と

一
回
ぐ
ら
い
は
だ
さ
な
い
と
き
が
、
ふ

つ
う
の
人
な
ら
あ
る
と
思
う
け
ど
、
お

か
あ
さ
ん
の
場
合
は
ま
だ
一
回
も
だ
さ

な
い
と
き
は
ぜ
っ
た
い
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。お
か
あ
さ
ん
は
、
ぼ
く
た
ち
が
勉
強

し
て
い
る
時
は
給
食
セ
ン
タ
ー
で
大
き

な
し
ゃ
も
じ
で
、
大
き
な
な
べ
の
中
に

入
っ
て
い
る
や
さ
い
や
肉
と
か
、
は
か

に
も
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
入
っ
て
い
る

の
を
か
き
ま
わ
す
の
で
、
も
ち
ろ
ん
あ

せ
も
出
ま
す
。
そ
の
た
め
か
、
お
か
あ

さ
ん
は
こ
の
ご
ろ
や
せ
て
き
た
の
で
、

ぼ
く
た
ち
は
本
当
に
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

お
か
あ
さ
ん
は
、
仕
事
か
ら
帰
っ
て

く
る
と
す
ぐ
に
せ
ん
た
く
を
し
ま
す
。

だ
け
ど
こ
の
ご
ろ
は
お
父
さ
ん
も
せ
ん

た
く
や
は
す
の
を
て
つ
だ
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
は
す
時
は
、
二
か
い
ま
で
は

こ
ん
で
行
き
、
そ
し
て
せ
ん
た
く
ば
き

み
を
も
ち
ど
ん
ど
ん
は
し
て
行
き
ま
す
。

そ
れ
が
終
わ
る
と
い
そ
い
で
夕
ご
飯

を
作
り
ま
す
。
で
き
あ
が
る
と
、
み
ん

な
を
大
声
で

「
ご
は
ん
で
す
よ
－
」
　
と
よ
ぴ
ま
す
。

で
も
み
ん
な
は
テ
レ
ビ
に
む
中
に
な
っ

て
、
な
か
な
か
一
回
で
は
聞
か
な
い
の

で
、
こ
ん
ど
は
お
父
さ
ん
が
、
お
こ
っ

た
よ
う
を
声
で

「
ご
ほ
ん
は
い
っ
し
ょ
に
食
べ
な
さ
い
」

と
言
う
一
声
で
、
み
ん
な
は
し
ょ
く
た

く
に
付
き
ま
す
。

お
い
し
い
物
が
出
る
と
、
み
ん
な
と

り
あ
い
す
る
の
で
、
お
父
さ
ん
が
さ
ら

に
入
れ
て
わ
け
て
あ
げ
ま
す
。

み
ん
な
が
ご
飯
を
食
べ
終
わ
る
と
、

ま
た
あ
と
か
た
す
け
を
始
め
ま
す
。
お

わ
ん
を
あ
ら
う
時
は
お
ね
え
さ
ん
と
い

っ
し
ょ
に
や
勺
ま
す
。
そ
の
時
は
お
か

あ
さ
ん
は
少
し
ら
く
の
よ
う
に
見
え
ま

す
。
だ
け
ど
、
ぼ
く
が
一
人
で
お
わ
ん

を
あ
ら
う
と
手
く
び
が
い
た
く
を
り
ま

す
。
ぼ
く
は
と
て
も
い
た
い
け
ど
、
お

か
あ
さ
ん
は
ぜ
ん
ぜ
ん
い
た
く
な
さ
そ

う
で
す
。
お
か
あ
さ
ん
は
、
ぼ
く
た
ち
の
た
め

に
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
仕
事
、
せ
ん
た
く
、

お
わ
ん
あ
ら
い
、
ご
は
ん
作
り
、
買
い

物
…
…
。
お
か
あ
さ
ん
は
一
人
で
こ
ん

な
に
い
っ
ぱ
い
の
仕
事
を
l
日
中
し
て

い
る
な
あ
と
思
う
と
、
と
て
も
え
ら
い

な
あ
と
思
い
ま
す
。

一
日
の
仕
事
が
終
わ
っ
て
、
お
か
あ

さ
ん
は
新
聞
を
ひ
ろ
げ
て
見
ま
す
。
で

も
、
斬
間
を
読
み
な
が
ら
と
中
で
ね
む

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
は
、

ぼ
く
が
ふ
と
ん
を
し
い
て
あ
げ
ま
す
。

ふ
と
ん
を
し
き
お
わ
る
と
お
か
あ
さ
ん

を
起
こ
し
て
、

「
ふ
と
ん
の
上
で
ね
む
っ
た
ら
」

と
い
う
と
、

「
あ
り
が
と
う
」
と
言
い
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
た
ぶ
ん
お
か
あ
さ
ん
は
心
の

中
で
一
日
も
お
わ
っ
た
し
、
明
日
も
が

ん
ば
ろ
う
。
と
言
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す。
お
か
あ
さ
ん
の
た
め
に
、
ぼ
く
は
な

に
か
仕
事
を
て
つ
だ
い
た
い
と
思
い
ま
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と
ん
か
つ
を
一
ま
い
．
ま
い
、
k
い

は
し
で
入
れ
て
い
る
。
そ
の
た
び
に
、

ジ
ュ
ー
ジ
ュ
ー
と
い
う
津
が
な
べ
か
ら

聞
こ
え
て
く
る
。
ぼ
く
は

「
お
い
し
そ
う
だ
な
あ
。
早
く
食
べ
た

い
な
あ
」

と
お
な
か
で
川
心
っ
た
。
だ
ん
だ
ん
い
い

に
お
い
が
し
て
き
た
。
こ
ん
ど
は
、
‥

ま
い
一
ま
い
う
ら
が
え
し
て
か
ら
さ
ら

に
と
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
上
に

ペ
ー
パ
ー
を
か
ぶ
せ
た
。

「
わ
あ
い
、
も
う
食
べ
ら
れ
る
ぞ
、
う

れ
し
い
な
あ
」

と
思
っ
て
い
た
ら
、
ま
た
お
母
さ
ん
は
、

せ
ん
た
く
糊
に
走
っ
て
い
っ
た
。

せ
ん
た
く
き
の
前
に
立
つ
と
、

「ふう－」

と
一
い
き
つ
い
て
、
せ
ん
た
く
さ
の
小

に
手
を
つ
っ
こ
ん
で
、
せ
ん
た
く
も
の

を
つ
か
ん
で
だ
っ
す
い
き
の
小
に
入
れ

た
。
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
、
ガ
タ
ガ

㌢
ガ
タ
と
い
き
ま
し
い
音
が
ひ
び
い
て

きた。ま
る
で
お
母
さ
ん
み
た
い
に
、
う
ご

い
て
い
る
。
い
そ
が
し
そ
う
に
台
ど
こ

ろ
に
も
ど
っ
て
く
る
と
、

「
た
つ
や
、
と
ん
か
つ
と
り
に
お
い
で
、

ご
は
ん
も
は
こ
ん
で
よ
」

と
、
い
つ
の
間
に
か
、
夕
ご
は
ん
の
じ

ゆ
ん
ぴ
が
で
き
て
い
た
。
す
ご
い
や
、

ま
る
で
手
じ
な
だ
。
お
付
き
ん
に
は
か

ん
心
さ
せ
ら
れ
る
を
あ
。

大
き
な
じ
で
パ
ワ
ー
シ
ャ
ベ
ル
み
た

い
に
、
ガ
ツ
ガ
ツ
食
べ
お
わ
る
と
、
せ

ん
た
く
物
を
だ
っ
す
い
き
か
ら
と
り
川

し
て
、
か
ご
に
う
つ
し
た
。

「
や
り
と
お
わ
っ
た
ん
だ
な
あ
。
早
く

休
め
ば
い
い
の
に
」

と
心
の
小
で
ぱ
く
は
‖
心
っ
た
。

で
も
、
台
所
に
も
ど
っ
て
き
た
む
丹

さ
ん
は
、
な
が
し
に
あ
る
は
し
ゃ
か
わ

ん
を
あ
ら
い
は
じ
め
た
。
水
を
ザ
7
－

ザ
7
1
を
が
し
て
、
ス
ポ
ン
ジ
に
せ
っ

け
ん
を
つ
け
て
ゴ
シ
ゴ
シ
あ
ら
っ
て
い

た
。
せ
っ
け
ん
が
水
と
い
っ
し
ょ
に
を

が
れ
て
い
く
の
を
見
る
と
、
ぼ
く
ま
で

気
も
ら
が
よ
く
な
っ
た
。

ま
た
、
お
母
さ
ん
は
せ
ん
た
く
域
に

も
ど
る
と
、
せ
ん
た
く
か
ご
を
も
っ
て

外
に
山
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
一
ま
い

一
ま
い
て
い
ね
い
に
は
し
て
い
た
。

「
や
っ
と
わ
わ
っ
た
ん
だ
な
あ
」

と
ぼ
く
は
ほ
っ
と
し
た
。

お
け
さ
ん
て
、
ほ
ん
と
う
に
休
む
ひ

ま
も
を
い
ん
だ
な
あ
。
ぼ
く
が
、
で
き

る
し
ご
と
は
や
ら
な
く
ち
や
い
け
な
い

な
あ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

肇
㌍
お
　
母

さ

　

ん

屋
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池
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学

1

マ

ン

の

し

ゅ

う

か

く

で

、

と

っ

て

も

い
そ
が
し
そ
う
で
す
。

ピ
ー
マ
ン
を
と
っ
て
来
る
と
、
官
で

は
宮
ぞ
く
そ
ろ
っ
て
ピ
ー
マ
ン
を
や
わ

ら
か
い
タ
オ
ル
で
一
つ
一
つ
き
れ
い
に

ふ
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
ダ
ン
ボ
ー
ル

の
は
こ
に
き
れ
い
に
な
ら
べ
て
は
こ
づ

め
に
し
ま
す
。

そ
の
時
、
お
母
さ
ん
は
タ
ン
ポ
ー
ル

の
は
こ
に
ガ
ム
テ
ー
プ
を
は
っ
た
り
、

で
き
た
は
こ
を
げ
ん
か
ん
の
前
に
、

「
よ
い
し
ょ
、
よ
い
し
ょ
」

と
言
い
な
が
ら
、
つ
ん
だ
り
し
ま
す
。

「
大
へ
ん
だ
を
あ
。
よ
く
は
た
ら
く
な

あ」
「
び
ょ
う
気
を
し
た
ら
ど
う
し
よ
う
」

と
心
は
い
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ぼ
く
が
二
年
生
の
時
、
い
が
い
た
く

な
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。
お
母

さ
ん
が
、
ぴ
ょ
う
気
に
な
っ
た
ら
、
自

分
た
ち
で
ご
は
ん
を
つ
く
っ
て
食
で
な

い
と
い
け
な
い
か
ら
た
い
へ
ん
で
す
。

夕
は
ん
の
後
か
た
ず
け
を
し
て
い
る

時
、
と
っ
て
も
つ
か
れ
て
い
る
よ
う
に

見
え
ま
す
。

お
ち
ゃ
わ
ん
を
あ
ら
い
を
が
ら

「7ッー」

と
た
め
い
き
を
つ
い
た
り
、
こ
し
を
ト

ン
ト
ン
と
た
た
い
た
り
し
ま
す
。

か
わ
い
そ
う
に
な
っ
て
、
お
姉
さ
ん

と
二
人
で
お
手
つ
だ
い
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
お
母
さ
ん
、
ぴ
ょ
う
気
に
な
ら
な
い

よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

、
｝
ル
■
↓

ん学原池

ぱ
く
の
お
母
さ
ん
は
、
体
は
小
さ
い

が
、
と
て
も
は
た
ら
き
も
の
で
す
。
ぼ

く
が
お
き
る
こ
ろ
に
は
、
せ
ん
た
く
も

終
り
朝
ご
は
ん
の
よ
う
い
も
と
っ
く
に

出
き
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
の
と
く
い
な
こ
と
は
、
ミ

シ
ン
で
よ
う
ふ
く
を
ぬ
う
こ
と
で
す
。

こ
の
間
、
妹
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
作
っ
て

い
ま
し
た
。
え
り
や
す
そ
の
カ
に
フ
リ

ル
を
つ
け
ま
し
た
。
え
り
の
ガ
に
リ
ボ

ン
も
つ
け
た
の
で
、
妹
は
大
よ
ろ
こ
び

で
し
た
。
気
に
入
っ
た
と
み
え
て
、
ワ

ン
ピ
ー
ス
を
薫
る
と
、
と
ん
だ
り
は
ね

た
り
し
て
い
ま
し
た
。

わ
父
さ
ん
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
畑
に

出
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
、
ビ

い
そ
が
し
い
お
か
あ
さ
ん

嘉
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お
か
あ
さ
ん
は
、
朝
早
く
お
き
て
ぎ

ゆ
う
に
ゅ
う
は
い
た
つ
に
行
く
。

ぎ
ゆ
う
に
ゅ
う
の
い
っ
は
い
入
っ
た

は
こ
は
と
て
も
お
も
そ
う
。
ぎ
ゆ
う
に

ゆ
う
は
お
か
あ
さ
ん
の
赤
い
ア
ル
ト
の
、

車
の
後
の
二
つ
の
は
こ
の
中
に
た
く
さ

ん
つ
め
ら
れ
る
。
お
か
あ
さ
ん
は
一
時

間
で
帰
っ
て
く
る
。
六
時
に
行
っ
て
ヒ

と
、
三
日
う
と

「
い
い
よ
、
あ
ん
た
適
が
い
っ
ぱ
い
食

べ
て
か
ら
あ
と
で
食
べ
る
よ
」

と
ー
ノ
占
い
ま
す
。

母
は
お
肉
を
食
へ
な
い
の
で
、
健
嫌

の
た
め
に
は
少
し
で
も
食
べ
て
は
し
い

な
あ
と
川
心
い
ま
す
。

私
は
、
あ
ま
り
今
ま
で
畔
の
こ
と
を

考
え
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
か
ら
は
、
お
手
伝
い
を
た

く
さ
ん
や
り
、
母
の
こ
と
を
考
え
て
い

ろ
い
ろ
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

陽
ハ
机
を
母
を
、
こ
れ
か
ら
ず
っ
と
大

切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

んさ－え
■

′山当

付
は
、
と
て
も
陽
気
で
明
る
く
お
も

し
ろ
い
人
で
す
。
友
適
が
来
る
と
r
ど

も
の
よ
う
に
は
し
ゃ
ぎ
ま
す
r
、
ス
タ
ー

の
歌
を
耽
り
た
り
、
せ
ん
伍
の
ま
ね
を

し
た
り
し
て
、
私
通
を
わ
ら
わ
せ
て
く

れます・、
妹
の
友
通
が

「
お
ば
さ
ん
、
秋
を
歌
っ
た
り
川
か
の

ま
わ
し
て
み
て
。
お
ば
さ
ん
が
や
る
の

お
も
し
ろ
い
か
ら
」

と
言
う
と
、
本
当
に
の
つ
て
耽
ま
ね
を

し
ま
す
。

そ
ん
な
吋
な
の
で
、
お
哩
さ
ん
と
い

う
よ
り
も
、
友
達
み
た
い
な
感
じ
が
し

ま
す
。し
か
し
、
わ
こ
る
と
と
っ
て
も
説
得

小

力
が
あ
り
ま
す
。

兄
弟
け
ん
か
を
す
る
と
、

「
り
え
、
あ
ん
た
が
文
句
を
わ
な
け
れ

ば
、
こ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
。
そ
れ
と
も
、
あ
ん
た
は
悪
く

な
い
つ
て
い
う
の
」

と
言
わ
れ
る
と
、
私
は
だ
ま
っ
て
考
え

二
人
で
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
だ
な
、
札

が
文
句
さ
え
・
一
一
日
わ
な
け
れ
ば
、
け
ん
か

な
ん
か
し
な
く
て
も
よ
か
っ
た
ん
だ
。

こ
れ
か
ら
は
む
だ
H
を
た
た
か
な
い
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
あ
と
心

を
改
め
ま
す
。
こ
ん
な
峠
、
私
は
母
を

そ
ん
け
い
し
ま
す
。

吋
が
、
一
番
私
達
の
こ
と
を
思
っ
て

く
れ
て
い
る
ん
だ
な
あ
と
思
う
の
は
食

事
の
時
で
す
。
母
は
私
通
に
は
お
い
し

い
物
を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
よ
う
と
、
い

っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
食
邪
を
作
っ
て
く

一
l
ま
す
。
そ
し
て
、
食
べ
る
時
に
は
、

‖
分
は
野
菜
と
み
そ
し
る
だ
け
と
、
あ

ま
り
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
ま
せ
ん
。

た
ま
に

「
吋
ち
ゃ
ん
、
お
肉
食
べ
た
ら
」

ぼ
く
の
お
母
さ
ん

尾
長
小
学
校
　
六
年

神
　
村
　
盛
　
敏

「
う
わ
あ
ー
、
い
い
に
お
い
」

野
球
の
練
習
か
ら
帰
っ
て
、
台
所
に

来
た
ぱ
く
は
お
も
わ
ず
、
よ
だ
れ
を
た

ら
し
そ
う
に
な
っ
た
。

ぼ
く
の
む
母
さ
ん
の
作
る
料
理
は
、

瓜
高
に
お
い
し
い
。
こ
ん
な
お
い
し
い

料
理
を
作
る
な
ん
て
、
お
母
さ
ん
の
手

は
旋
法
の
手
で
は
を
い
だ
ろ
う
か
。

ぼ
く
の
お
付
さ
ん
は
、
体
が
弱
い
の

で
、
授
業
参
観
日
な
ど
に
は
来
た
こ
と

が
な
い
。

「
ぼ
く
に
、
旋
法
が
仕
え
た
ら
、
お
母

さ
ん
を
じ
ょ
う
ぶ
な
体
に
し
て
、
授
業

参
観
日
な
ど
に
出
席
さ
せ
る
ん
だ
け
ど

な
あ
」

と
思
っ
た
。

お
母
さ
ん
は
、
と
き
ど
き
、

「
男
に
生
ま
れ
れ
ば
よ
か
っ
た
」

と
言
う
。

「
ど
う
し
て
－
」

「
女
は
毎
日
働
い
て
ば
か
り
で
し
ょ
う
、

男
は
、
日
膵
日
は
休
む
で
し
ょ
う
」

ぼ
く
は
、
そ
ん
を
こ
と
を
言
っ
た
お
母

さ
ん
の
気
持
ち
が
わ
か
る
よ
う
な
気
が

し
た
。そ

れ
で
、
ぱ
く
た
ち
が
夕
食
の
準
備

や
あ
と
か
た
す
け
、
お
っ
か
い
な
ど
を

手
緩
う
当
番
を
決
め
る
こ
と
に
し
た
。

ぼ
く
の
お
母
さ
ん
は
、
「
浄
霊
」
と

い
う
、
お
ま
じ
な
い
を
毎
朝
、
学
校
へ

行
く
ま
え
に
ぼ
く
に
し
て
く
れ
ま
す
。

「
お
母
さ
ん
、
浄
霊
は
ど
ん
な
き
き
め

が
あ
る
の
」

と
聞
い
た
。

お
母
さ
ん
は
、

「
ケ
ガ
を
し
て
い
る
人
な
ど
に
や
る
と
、

だ
ん
だ
ん
よ
く
な
っ
て
く
る
よ
」

と
言
い
ま
し
た
。

浄
霊
が
出
来
る
人
は
、
特
別
を
お
ま

も
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

「
ぼ
く
も
、
も
っ
て
い
る
か
ら
友
達
な

ど
に
や
っ
て
み
よ
う
か
な
」

と
思
い
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
は
こ
の
頃
、
カ
ラ
オ
ケ
に

夢
中
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ぼ
く
は
、
歌
が
う
ま
く
、
体
の
弱
い

お
母
さ
ん
を
い
た
わ
っ
て
、
大
切
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
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昭和59咋収　町作協行●1日l即

月　日 �行　　　事 �会　　場 

1IHHl �野　球　人　会 �′川巨柁グうリンド 

l二ill �41クこ∫し7－二・人入会 � 

日日 �バレーボールノJ† � �r納′ト†・灯用 � 

27ll �バスケソトポール大全 � �r痛J再■†イイ拍 �l 

lHllMl �硬八十ニス大会 � � � 

1リ　二川 �ソソトポーールノJさ �ナ　　ヤ　ク　一一 

21tl �バドミントンノJさ �出　納小作〃舘 

Tllトバ‖ �－り▲　‥′　カ　一・人：仝 �十　イ　ク　ーー 

トIl �・．・　t求　人　会 � �rこ細い作で蕗 � 

バIl �剃　道　大　公 � �ト納小作手相 � 

lニill �′、ントトー■しノ二分 � �†周り小作で拍 � 

HJIHり �ll肌綾上競拍ノこ会 �小岩総合運動場 

1日l �l叶lノ購批仙：球ノJモ �1′ 

嘉手納町立学校児童生徒数

≠ �屋　良　小　学　校 ����嘉　手　納　小　学　校 ����嘉　手　納　中　学　校 
学　級　数 �児　童　数 ���学　級　数 �児　童　数 ���畠　級　数 �生　徒　数 
男 �女 �言† ��男 �女 �計 �苧 �男 �女 �計 

1　年 �3 �40 �52 �92 �5 �97 �74 �171 �6・ �143 �128 �271 

2　年 �2 �37 �36 �73 �4 �79 �79 �158 �6 �138 �115 �253 

3　年 �3 �48 �49 �97 �5 �81 �102 �183 �7 �147 �141 �288 

4　年 �3 �48 �51 �99 �4 �79 �81 �160 � 

5　年 �3 �64 �46 �110 �5 �102 �86 �188 

6　年 �3 �59 �46 �105 �5 �104 �79 �183 

計 �1餅2） �2％ �280 �576 �31（3） �524 �501 �1，043 �21（2） �428 �384 �812 

屋　　良　　幼　　稚　　園 ����嘉　　手　　納　　幼　　稚　　園 

学　級　数 �児　　　童　　　数 ���学　級　数 �児　　　土　　　救 
男 �女 �計 ��男 �女 �1汁 

2 �42 �35 �77 �4 �66 �53 �117 

l昭利59年5日111広報かでな

お母さんは一人二役のがんばり屋さん

汁目上王子さ人　JJ一　一鬼子さ人　．■J謝シスすさ人　も丘射て子さ人　右肘ソル子さん　池根　本すさ人　針鼠　拍イさ人lり友卜代子さ人

いりおもて　なみ子さん

∴†・，∴
■■▼

金城武志くん

図
画
包
作
文
令
旨
白

（
国
豊
か
で
住
み
よ
い
国
づ
く
リ

七
日
卜
日
か
八
∴
！
八
日
よ
．
し
圧
川
上

建
設
週
雨
下
寸
。
こ
の
週
糊
の
＝
車
の

↓
環
と
し
て
建
設
れ
ぐ
は
、
乍
川
山
小

小
学
生
の
情
さ
ん
か
－
り
明
り
か
√
住
人
よ

い
H
t
の
建
設
に
聞
－
・
∴
図
両
・
作
丈

を
張
〃
侶
ぺ
し
て
い
♯
T
T

応
膵
要
銅
は
次
の
と
わ
り
ぐ
1

テ
ー
マ公
園
、
河
川
、
道
相
、
住
宅
、
卜

水
道
、
ケ
ム
今
上
わ
た
し
た
上
∵
り
持

－
り
L
S
ま
わ
り
‥
ト
ム
・
リ
h
い
た
適
し

て
豊
か
で
住
み
よ
い
川
∵
、
り
キ
ム

現
し
た
ん
の

応
募
論
定

図
画
の
部

∩
心
持
対
象
＝
小
‥
．
√
1

日
川
紙
＝
川
ソ
川
両
川
机

．
－
　
1
　
　
　
リ
一
日

、
黒
　
川
．
■
工
　
川

〓
色
目
料
＝
油
絵
日
．
∵
・
帖
㌧
‖
仙

作
文
の
部

0
応
膵
対
象
＝
小
甘
牛

0
帰
納
柁
敢
＝
．
．
ト
ト
1
、
句

応
募
期
間

川
里
川
“
卜
化
粧
一
里
日
　
日
う
∴
＝
「
日
日

■

t

■

　

　

　

－

　

一

l

′

、

あ
て
先

上
　
建
　
肌
“
　
週
　
問
＝

耶
桐
山
泉
崎
．
ノ
二
ノ
．
．
．

沖
縄
県
－
二
木
建
築
部
総
務
課

〒
I
九
〇
〇
℡
し
ハ
六
1
．
．
．
．
．
八
川

作
目
州
に
は
必
ず
八
十
校
h
∴
イ
叶
・

代
れ
∵
ふ
り
が
今
を
付
目
・
り
）
　
を
明

山
の
こ
と
、

（
わ
れ
ら
仲
川
は
今
日
休
み
ま
す
）

な
お
、
作
目
…
は
沖
削
県
で
地
〃
詔
在

を
行
り
た
後
、
建
几
“
れ
ぐ
．
汀
う
小
火
審

た
で
入
賞
作
＝
刷
が
決
定
さ
れ
ま
す

昭
和
五
十
九
年
度

町
体
協
行
事
日
程
決
ま
る

⑬
⑳
五
月
六
日
野
球
大
会
で
ス
タ
ー
ト
⑳
⑳

弱
卜
納
町
体
存
仙
女
二
比
嘉
朝
他
念
　
左
記
の
辿
り
、
昭
和
丘
卜
九
年
度
の
行

艮
）
で
圧
、
川
‖
卜
・
．
日
、
南
区
公
艮
　
車
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
．

紺
で
行
わ
出
た
評
議
〓
会
に
わ
い
．
し
、

「
母
の
日
」
作
文
特
集

1

．

ヒ

一

五
月
十
三
日
は
「
母
の
日
」
、
屋
良
嘉
手
納
の
両
小
学
校
の
皆
さ
ん
が
害

い
た
い
お
母
さ
ん
‥
－
の
作
文
の
中
か
ら
、
「
母
の
日
」
に
ち
な
み
、
八
点

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

－
い
そ
が
し
い
お
母
さ
ん
」
　
「
働
き
者
の
お
母
さ
ん
」
　
「
お
母
さ
ん
の
手

は
魔
法
の
手
」
　
「
お
母
さ
ん
は
一
人
二
役
の
が
ん
ば
り
屋
さ
ん
」
－
〃
女
は

弱
し
さ
れ
ど
　
母
は
強
し
り

ミ
シ
ン
を
つ
か
う
お
か
あ
さ
ん

屋
長
小
学
校
　
二
年

い
り
お
も
て
　
な
み
子

「
わ
か
あ
さ
人
、
′
＼
す
り
と
ち
り
し
を

も
り
で
く
る
か
ら
ね
え
」

と
い
い
ま
す
。

わ
た
し
が
く
す
り
を
つ
け
て
あ
り
よ

ー
と
し
て
し
、
わ
か
あ
さ
ん
は
じ
ぶ
ん

ぐ
つ
け
ま
す
。

お
か
あ
さ
ん
は
、
と
き
ど
き
っ
か
れ

た
と
き
は

「
あ
あ
、
？
か
れ
l
た
ム
ー
」

と
い
っ
て
、
す
わ
っ
て
ぼ
ん
や
り
と
し

ます。
そ
の
と
き
に
、
わ
た
し
が

「
つ
か
れ
た
ね
え
」

と
い
い
な
が
ら
、
か
た
を
も
ん
で
あ
げ

ます。
そ
し
た
ら
お
か
あ
さ
ん
が

「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ね
」

と
い
い
ま
す
。

わ
た
し
は
、
そ
ん
な
お
か
あ
さ
ん
が

火
す
き
で
す
。

い
つ
L
わ
た
し
が
あ
さ
お
き
ろ
と
き

・
V
さ
い
を
き
っ
て
い
る
コ
ト
コ
ト
と
い

1
ル
カ
き
こ
え
て
き
ま
す
．

わ
た
し
が
い
く
ら
早
′
、
お
き
て
し
、

お
か
ム
さ
ん
は
L
う
わ
五
二
∵
∴
∵
ま
寸
－

わ
た
し
が
わ
き
．
（
わ
か
あ
さ
′
八
に
、

「山は上）」

し
し
い
†
－
′
と
、
お
か
あ
さ
ん
が

「
い
上
山
き
た
の
」

と
い
い
よ
十

二
㍑
人
を
み
人
毛
に
あ
け
∵
か
■
り
、

r
を
あ
ら
つ
て
す
ぐ
に
ミ
シ
ン
の
と
こ

ろ
に
む
か
っ
て
い
き
ま
十
。
ち
ゅ
う
も

ん
さ
れ
た
よ
う
ふ
く
と
ス
カ
ー
ト
を
ぬ

い
ま
す
。
足
を
早
く
ふ
ん
で
手
を
つ
か

っ
て
、
と
て
L
ま
じ
め
な
か
お
を
し
て
、

わ
た
し
た
ち
が
は
な
し
か
け
て
も
む
ち

ゃ
う
に
与
り
∵
、
ぜ
ん
ぜ
ん
は
な
し
を

き
い
て
′
＼
J
l
ま
け
′
几
．
わ
た
し
は
い
そ

が
し
い
′
化
だ
な
あ
と
ム
ん
つ
て
は
な
し

を
し
ま
せ
ん
1
J

い

り

L

L

う

け

人

出

い

や

り

て

、

と

き
ど
さ
ゆ
ぴ
ノ
て
は
り
で
さ
す
と
き
が
あ

り
ま
寸
っ
　
で
た
ち
を
早
ィ
、
と
め
な
い
と
、

つ
き
の
し
こ
と
が
で
き
互
い
の
で
、
早

′
、
h
ノ
汁
と
出
藍
十
　
こ
ん
な
に
I
U
ち
を

だ
し
て
も
、
リ
′
、
と
め
て
し
こ
と
を
や

る
の
で
た
い
∵
几
だ
な
あ
、
と
お
も
い

ま
す
。わ
た
し
は
お
か
あ
さ
ん
に

大
へ
ん

大
へ
ん

嘉
手
納
小
学
校
　
三
年

金
　
城
　
武
　
志

っ
く
ノ

み
ん
な
の
官
は
と
う
か
分
か
ら
な
い

が
、
ぼ
く
の
宴
の
夕
〃
は
、
そ
り
ゃ
人

へ
ん
だ
u
 
h
す
み
の
よ
う
に
か
け
ず
り

回
り
て
る
わ
母
さ
ん
が
い
る
ハ
　
つ
い
ば

く
ま
で
走
り
州
し
た
く
な
っ
て
し
ま
う

も
り
と
む
ら
つ
い
て
は
し
い
気
が
す
る

が
、
む
り
か
な
あ
。

今
日
も
、
五
時
ご
ろ
台
ど
こ
ろ
に
立

っ
た
。
そ
し
て

「
よ
し
、
き
め
た
、
と
ん
か
つ
に
し
よ

う」と
い
っ
て
、
れ
い
ぞ
う
こ
か
ら
と
ん
か

つ
を
出
し
て
、
ま
を
い
た
の
上
に
な
ら

べた。す
る
と
、
と
つ
せ
ん
、
せ
ん
た
く
場

に
止
っ
て
い
き
、
せ
ん
た
く
き
に
水
を

入
れ
る
と
ス
イ
ッ
チ
を
お
し
た
。
ギ
ユ

ー
キ
ュ
ー
と
昔
が
聞
こ
え
て
き
た
。

ハ
タ
ハ
タ
バ
ク
と
も
ど
っ
て
く
る
と
、

コ
ン
ロ
の
上
に
フ
ラ
イ
パ
ン
を
お
き
、

火
を
つ
け
た
。
そ
ん
な
お
母
さ
ん
を
見

る
と
大
へ
ん
だ
を
あ
と
思
う
。
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▲厳粛な中で挙行された嘉手納高校の開校・入学式（4月●0日・中央公民館ホール）

昭利59咋5日I Ll

▲力づよくクワ入れを行う吉浜町長、常山農協長、
玉城組社長　　　　　　　　　（4月3【卜農協利用加削

▲吉浜町長から辞令を受ける宮城清祐氏
（4月3日・役場応接壬）

広報かでな

i
翫∴惑』＿宣

▲当山獣医の注射を受ける“チワワくん，，（4月22日・上区公民h）

嘉
手
納
高
裁
が
閏
叔
・
入
学
式

個
性
の
確
立
と
人
格
の
完
成
を
教
育
理
念
に

＝
第
一
期
生
二
六
〇
人
が
入
学
＝

話
す
納
高
校
　
へ
徳
森
久
川
順
良
・
坐

徒
放
二
六
〇
人
）
　
の
囲
柁
・
入
学
式
が

川
〓
卜
〓
午
綾
三
時
か
ら
、
町
中
央
公

民
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
先
生
及
び
生

徒
を
は
じ
め
父
兄
、
来
賓
等
約
七
百
人

が
出
席
し
行
わ
れ
た
。

式
典
は
、
閻
便
遺
言
、
校
旗
の
樹
立

の
綾
、
池
原
早
仲
川
氏
作
詞
に
よ
る
「
需

f
納
高
校
閲
寝
の
耽
」
が
全
生
徒
に
よ

り
声
h
‥
…
ち
か
に
歌
わ
れ
た
。
そ
の
綾
、

式
辞
で
徳
森
順
良
は
「
高
校
生
晴
で
将

来
へ
の
発
展
の
た
め
の
基
準
つ
く
り
を

し
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
を
社
会
・
世

界
が
来
よ
う
と
も
、
そ
れ
に
敢
然
と
立

ち
向
っ
て
い
く
こ
と
の
出
来
る
資
質
と

能
力
を
茸
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
っ
た
。

ま
た
、
来
賓
祝
辞
で
吉
浜
町
長
は
「

第
一
期
生
と
し
て
索
帖
し
い
学
校
に
な

る
よ
う
男
力
し
、
嘉
手
納
高
校
の
よ
き

伝
統
づ
く
り
の
責
任
を
忘
れ
を
い
よ
う

に
」
と
励
ま
し
の
こ
と
ば
が
あ
っ
た
。

嘉
手
納
高
校
は
、
番
手
納
町
字
屋
良

八
〇
六
番
地
（
旧
栄
橋
の
嘉
手
納
側
）

に
敷
地
面
約
四
四
、
四
二
九
正
で
、
全

日
制
普
通
高
校
と
し
て
開
校
、
通
学
区

域
に
つ
い
て
は
、
寡
手
柄
中
学
校
と
読

谷
村
の
古
堅
中
学
校
（
読
谷
高
校
と
の

二
校
選
択
）
、
北
谷
町
の
垂
江
中
学
校

（
北
谷
高
校
と
の
二
校
選
択
）
の
三
町

村
の
中
学
校
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

県

議

会

議

員

選

挙

［
日
日
紘
報
告
捏
鋲
錘
紆
折
目
〓

任
期
満
丁
に
伴
う
、
沖
親
県
議
会
議

〓
選
挙
は
昭
和
丘
十
九
年
六
日
卜
日
へ

第
二
日
曜
日
）
　
に
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
日
に
は
、
明
る
く
き
れ
い
な
選

挙
を
推
進
す
る
た
め
、
遇
ポ
人
の
白
由

な
意
志
に
よ
る
証
に
も
左
右
さ
れ
な
い

沼
き
一
票
を
行
便
し
ま
し
ょ
う
。

告
　
示
昭
和
江
上
九
年
六
日
．
〓

投
票
日

昭
和
丘
卜
九
咋
h
ハ
‖
卜
日
へ
〓
膵
〓
）

午
前
七
時
～
γ
後
六
時
ま
で

投
票
で
き
る
者

昭
和
丘
卜
几
隼
．
．
〓
二
十
九
日
ま

で
に
¶
町
に
圧
艮
登
録
を
し
、
引
続

き
正
目
・
．
卜
■
‖
ま
で
は
所
を
〃
す

る
君
で
、
昭
和
三
十
九
年
六
月
十
一

日
ま
で
に
拍
生
し
た
音
。

な
お
、
原
則
と
し
て
当
町
の
選
挙

人
名
指
に
誼
録
さ
れ
て
い
た
著
で
、

昭
和
五
十
九
叩
．
一
日
十
日
か
ら
六
月

九
日
ま
で
の
問
に
、
県
内
の
他
の
市

町
村
へ
転
出
し
た
者
は
、
現
住
所
の

ポ
町
村
か
ら
u
住
証
明
1
t
U
の
交
付
を

受
け
て
、
こ
の
証
明
書
を
当
町
の
投

票
所
ド
堤
示
し
て
投
票
で
き
ま
す
。

ま
た
、
三
月
一
日
か
ら
六
月
九
日

ま
で
に
県
内
の
他
の
ポ
町
村
か
ら
当

町
に
転
入
し
た
者
は
、
当
町
の
住
民

課
よ
り
佳
艮
豊
録
の
抄
本
の
交
付
を

受
け
て
、
前
住
所
地
の
市
町
村
で
投

票
で
き
ま
す
。

（
こ
の
証
明
書
は
、
前
も
っ
て
交
付

を
受
け
て
お
い
て
下
さ
い
）

不
在
者
投
票
期
細

昭
和
五
十
九
年
六
月
一
日
か
ら
六
月

九
日
ま
で
、
毎
日
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
五
時
ま
で
（
町
役
瑚
一
階
・

町
選
挙
管
理
委
n
全
室
）

投
票
所
第
一
投
票
所

嘉
手
納
町
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

第
二
投
票
所

嘉
手
納
小
学
校
体
育
館

※
　
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
町
選

挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。
（
℡
六
－
二
　
二
・
内
線

二
二
四
）

2

　

＿

第
一
回
目
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
四
月
二
十
二
日
、
上
区
・
西

区
公
民
館
で
行
わ
れ
、
七
十
五
頭
の
愛
犬
が
予
防
注
射
を
受
け
ま

ま
し
た
っ

狂
犬
病
は
、
犬
か
ら
人
へ
伝
染
す
る
恐
ろ
し
い
人
猷
共
通
伝
染

病
で
あ
り
、
狂
犬
の
こ
う
傷
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

犬
の
所
有
者
は
狂
犬
病
の
発
生
と
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
、
飼

い
犬
の
登
窟
及
び
六
カ
月
ご
と
に
そ
の
犬
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

犬
は
、
古
来
人
間
の
よ
き
友
、
家
族
の
一
員
と
し
て
生
活
を
共

に
し
て
き
ま
し
た
。
正
し
く
飼
い
長
い
お
っ
き
あ
い
を
し
た
い
も

愛
犬
も
家
族
の
一
員
で
す

◎
狂
犬
病
予
防
注
射
◎

農
民
研
修
セ
ン
タ
ー
起
工
式

◎
一
億
二
千
五
百
万
円
で
建
設
◎

「
農
家
の
生
産
意
欲
の
向
上
と
、
研
修
・
交
流
の
喝
に
　
－
　
」

と
、
四
月
三
日
午
後
、
嘉
手
納
農
協
東
側
で
農
民
研
修
セ
ン
タ
ー

の
起
工
式
が
行
わ
れ
、
来
賓
多
数
が
出
席
す
る
中
、
吉
浜
町
長
、

曾
山
農
協
長
、
玉
城
一
郎
玉
城
組
祉
長
に
よ
リ
ク
ワ
入
れ
が
行
わ

れた。農
民
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
総
工
費
一
億
二
千
五
百
万
円
の
地
上

三
陪
建
て
で
、
三
七
五
人
収
容
の
大
ホ
ー
ル
、
料
理
研
修
室
、
着

付
・
茶
前
空
（
和
室
、
図
書
室
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
吉

浜
町
長
は
「
本
町
に
お
け
る
農
業
は
、
農
地
の
大
半
が
黙
認
耕
作

地
の
た
め
多
く
の
課
題
を
か
か
え
て
い
る
が
、
研
修
セ
ン
タ
ー
の

完
成
後
は
、
農
家
と
地
域
住
民
の
方
々
の
研
き
ん
の
場
と
し
て
多

い
に
活
用
し
、
町
の
第
一
次
産
業
の
振
興
発
展
に
寄
与
し
て
は
し

い
」
と
起
工
式
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

教
育
委
に
宮
城
清
祐
氏
選
任

◎
真
壁
朝
絢
氏
の
後
任
◎

任
期
満
了
に
伴
う
嘉
手
納
町
教
育
委
鼻
の
任
命
に
つ
い
て
、
三

三
定
例
本
会
譲
に
お
い
て
宮
城
活
祐
氏
が
全
会
一
致
で
同
意
さ
れ
、

四
月
三
日
、
町
役
場
応
接
室
に
お
い
て
吉
浜
町
長
か
ら
辞
令
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

宮
城
清
祐
氏
は
、
現
在
、
嘉
手
納
中
学
校
P
T
A
会
長
を
積
め

る
な
ど
・
P
T
A
活
動
に
も
執
心
な
方
で
、
就
任
に
際
し
「
子
供

達
の
教
育
の
た
め
、
諸
先
輩
方
と
共
に
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
行
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
吉
浜
町
長
か
ら
「
本
町
の
教
育
行

政
の
確
立
と
発
展
の
た
め
頑
張
っ
て
下
さ
い
」
－
と
激
励
の
あ
い

さ
つ
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
今
回
退
任
さ
れ
た
真
壁
朝
諭
氏
は
、
昭
和
三
十
年
の
就

任
以
来
、
六
期
に
わ
た
り
警
委
員
を
努
め
ら
れ
、
本
町
教
育
行

政
の
基
礎
づ
く
り
を
さ
れ
た
方
で
す
。

真
壁
朝
諭
さ
ん
、
長
い
間
ご
苦
労
き
ま
で
し
た
。
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「
盾
鹿
を
目
指
し
て

出
題
　
九
段
　
武
宮
　
正
㈹

爪
先
層
　
王
手
ま
で

●
ヒ
ン
ト
　
攻
め
へ
‖
い
り
急
■
叫

は
ハ
・
不
か
ツ
ケ
で
十
が
．
さ

て
…
。

出
超
　
八
段
　
北
村
　
昌
男

●
ヒ
ン
ト
＝
・
6
筋
へ
逃
が
さ
な

い
よ
う
心
掛
け
る
。

5
分
で
初
段
、
川
合
で
3
級
。

持
料
　
金
鑓
捷

三
　
四
　
五
　
六
　
七
　
八
　
九

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は

泣
い
て
い
る

＝
公
共
物
は
大
切
に
＝

最
近
、
町
内
の
カ
ー
フ
ミ
ラ
ー
・
道

路
標
識
等
が
一
部
の
心
な
い
者
に
よ
っ

て
破
損
さ
れ
、
交
通
の
安
全
確
保
に
大

き
な
支
障
を
き
た
し
て
お
り
ま
す
。

呵
で
は
毎
年
、
交
通
安
全
施
設
整
備

事
業
と
し
て
カ
ー
フ
ミ
ラ
ー
・
道
路
標

識
・
歩
道
防
護
柵
の
設
置
と
、
そ
の
補

修
等
を
行
っ
て
い
る
が
、
接
触
や
追
突

に
よ
る
‥
当
て
逃
げ
り
が
後
を
立
た
な

い
た
め
、
そ
の
対
策
に
苦
慮
し
て
お
り

ま
す
．
交
遊
事
故
の
な
い
明
る
い
住
み

よ
い
町
を
築
く
た
め
に
も
安
全
運
転
に

心
か
け
、
交
通
安
全
施
設
等
を
大
切
に

し
た
い
も
の
で
す
。

も
し
、
交
通
事
故
等
に
よ
り
交
通
安

全
施
設
や
局
路
灯
な
ど
に
損
傷
が
生
じ

た
場
合
に
は
、
呵
役
場
総
務
課
（
内
線

三
田
一
　
へ
こ
連
結
を
お
願
い
し
ま
す
。

郵
便
受
緬
と

表
札
の
設
置
を
ー
，

＝
嘉
手
納
郵
便
局
＝

」
八
月
は
梅
雨
の
季
節
で
す
。

郵
便
局
で
は
、
皆
様
に
お
届
け
す
る

郵
便
物
を
ぬ
ら
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、

配
達
の
際
に
も
十
分
気
を
つ
け
て
い
ま

す
が
、
大
切
な
郵
便
物
を
雨
か
ら
守
リ

保
護
す
る
た
め
に
も
、
こ
家
庭
に
お
け

る
郵
便
受
箱
の
設
置
に
ご
協
力
く
だ
さ

い。

な
お
、
こ
近
所
に
同
姓
の
方
や
、
同

居
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
へ
の
配
達
に
因

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
郵
便
受
箱
や
表

札
に
は
こ
家
族
や
同
居
人
の
方
全
員
の

お
名
前
を
お
書
き
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
郵
便
受
箱
は
郵
便
局
で
も
あ

っ
せ
ん
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

証
明
手
数
料
由

改
制
に
つ
い
て

＝
四
月
一
日
よ
り
変
わ
っ
た
‖

最
近
に
お
け
る
物
価
の
状
況
や
諸
証

明
の
交
付
等
に
要
す
る
実
費
の
増
大
等

の
事
情
に
よ
り
、
証
明
手
数
料
が
昭
和

五
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
、
左
表
の
よ

う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。


